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研究成果の概要（和文）： 

『進化論』を著したCharles Darwinの祖父であり、植物学者、発明家でもあるErasmus Darwin

の詩作品、The Botanic Garden(1789-91)等を読み解き、文学と科学的探究の融合が、ロマン主

義文学者に与えた影響を分析した。当時の科学的言説が、コールリッジの『文学評伝』や『生

命論』の中に如何に反映しているのかを探求した。国際学会において、18世紀後半以降の自然

史の方法論に基づいた民俗学的な旅行記などの記録が、当時のイギリスの美意識や美学に与え

た影響について論じ、それがどのようにコールリッジの地政学的な視座を形作って行ったのか

を発表した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
I explored some poems by Erasmus Darwin, grandfather of Charles Darwin. Romantic poets 
cultivated a strong scientific spirit through his writings. Science aimed to introduce 
new concepts of the living being and the natural organism. I analyzed how science, life 
science particularly, could be a source for new symbols and values of Romanticism. I also 
analyzed contemporary travelogues recording East Asian countries and ethnographic 
paintings, the method of which from the middle of the 18th century was influenced by the 
paradigm of natural history. 
  
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2008 年度 500,000 150,000 650,000 

2009 年度 500,000 150,000 650,000 

2010 年度 500,000 150,000 650,000 

2011 年度 500,000 150,000 650,000 

  年度  

総 計 2,000,000 600,000 2,600,000 

 
 
研究分野：英文学 
科研費の分科・細目： 文学、英米・英語圏文学 
キーワード：英米文学・比較文学・西洋史・東洋史・科学史・政治学 
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１．研究開始当初の背景 

 2002年から2006年にかけて科学研究費

基盤研究(C)に採択された研究課題「18･

19世紀イギリス植民地支配とロマン主義

文学」（課題番号：15520206）により、

かなりの量の英国植民地支配に関わる資

料の収集が行えた。これには特にアジア

に関する資料が充実しており、これらの

資料を基に今回の申請課題である｢１

８・１９世紀イギリス植民地支配におけ

る科学的探究とロマン主義文学｣をアジ

アを拠点に、遂行していくことが可能で

あると考えた。同時に、この時期広範に

行われた、航海、遠征に関わる資料を新

たに収集し，今回の申請課題を前採択課

題の継続的な発展・展開として計画した。 

 

 
２．研究の目的 
ロマン主義文学を、ヨーロッパ帝国支配、

植民地支配との関わりの中で捉えることによ

って、1770年から1830年の間に書かれた文学、

批評書、この間になされた講演の再評価を行

う。ロマン主義の時代において、ヨーロッパ

の植民地支配が物質的にもイデオロギー上

においても劇的な変化を遂げることに注目

し、18･19世紀イギリス帝国支配の新しいシ

ステムによって強力に形成されつつあった

科学的知の体系を、ロマン派文学がどのよう

に取り込み、またそれに対峙したのかを明ら

かにすることが本研究の目的である。 

 

３．研究の方法 

（１）本研究の新しい焦点である科学的探究

とロマン主義文学の関係性を明らかにするた

め、遠征報告書、記録、旅行記、新聞記事、

雑誌等の関連資料を既存の図書に掲載されて

いる参考文献や雑誌論文を手がかりに、イン

ターライブラリー・サービスを使って、日本

国内の国立大学図書館・私立大学図書館から

可能な限りの資料収集に従事した。 

（２）ハーバード大学のイェンチン・インス

ティチュートの助けを借りて、資料収集を進

め、イギリス・アメリカ文学研究、比較文学

研究所所属で、Coleridgeをはじめロマン派

文学を専門とするJames Engell教授に師事

を仰いだ。探検家の日記、報告書、様々な旅

行記、新聞、雑誌記事と照らし合わせながら、

アジアにおける植民地支配、科学的探究とロ

マン主義のかかわりを詳細に分析し、関連学

会において研究発表を行い、この分野に関心

を持つ研究者と学際的な視座から意見交換を

行った。 

（３）中国広東と東インド会社とのかかわり

から、アジアを拠点としたイギリス帝国支配

の実態とそれに対するロマン派の言説の分析

を行って来たが、前回の科学研究費交付期間

では充分に成し得なかった被帝国支配者側の

言説の分析を、ロンドン大学のSOAS（School 

of Oriental and African Studies）等の機関

とインターライブラリーを利用し、充実させ

た。 

（４）当時なされた様々な航海の記録を紹介

している、Peter J. Kitson 編集の、Trav- 

els, Explorations and Empires: Writings 

from the Era of ImperialExpansion, 1770-

1835 (2002)等を利用して、普遍的かつ有益な

知の強力な形成が、当時のイギリスの航海、

交易の拡大に如何に深く根ざしていたかを分

析した。ロマン主義文学と強力に形成されつ

つあった科学的知の体系、植民地支配の関係

性を明らかにし、研究会や学会等で研究発表

を行った。 

 

 



４．研究成果 

（１）『進化論』を著したCharles Darwinの

祖父であり、植物学者、発明家にして詩人の

Erasmus Darwinの詩作品、The Botanic Gar-

den(1789-91)を詳細に読み解くことを通し

て、彼が成した文学と科学的探究の融合とい

う一つの新しい視座が、Blake、Coleridge、

Wordsworth、Shelley Circle や Eleanor  

Anne Pordenといった広範なロマン主義文学

者に与えた影響を分析した。口頭発表の上、

論文に纏めた。 

（２）ロマン主義の時代が、普遍的かつ有益

な知の追求を通して、地球全体を図化しよう

とするヨーロッパの自我の構築の時代重な

ることに注目した。Cookの航海の目的の一つ

に地球磁力と極への科学的探究があるが、こ

の事実と、Blake、 Wordsworth、Coleridge

らが極の概念に取り付かれ、彼らの認識論が

相対立する力、主体、客体、対立と調和に依

拠していたこととは深く結びついている。こ

れらの事実を踏まえて、コールリッジの『生

命論』と『文学評伝』を詳細に読み解き、こ

れらに通底している極理論と生命科学に基

づく科学的言説を分析し、研究発表の後、論

文に纏めた。 

（３）コールリッジ国際学会において、

‘Kubla Khan and British Chinoiseri: The 

Geopolitics of the Chinese Gardens’と題

し、研究発表を行った。1792 年に派遣された

英国初の対中国使節団による清の乾隆帝と

その治世についての広範囲に渡る報告書と、

それがイギリスにもたらしたシノワズリー

との関連を分析した。18 世紀後半以降の自然

史の方法論に強い影響を受けた民俗学的な

使節団の観察や記録が、どのようにイギリス

の美意識や美学に影響をもたらしたのか、さ

らにそれがどのようにコールリッジの地政

学的な視座を形作って行ったのかを探求し

た。この国際学会での研究発表は Selected 

Paperとして選ばれ、Coleridge, Romanticism 

and the Orient のタイトルで The Continuum 

International Publishingから出版されるこ

とになっている。 

 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計 2件） 
（１）勝山 久里「イギリス・ロマン主義と

生命科学―コールリッジの『生命論』と『文

学評伝』―」『京都造形芸術大学紀要 

GENESIS』第14号、査読有、2010年、pp.244-251 
 
（２）勝山 久里 「科学的探究とロマン派

文学：エラズムス・ダーウィンの 『植物園』

 (1789－91年)」『京都造形芸術大学紀要 G

ENESIS』第13号、査読有、2009年、pp.83－9
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〔学会発表〕（計 3件） 
（１）勝山 久里‘Kubla Khan and  

British Chinoiseri: The Geopolitics of 
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International Conference（コールリッジ 
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